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特別聴講学生受入れ要項
北海道大学水産学部

はじめに

北海道大学水産学部は特別聴講学生として，日本に対して親しみを持ち，水産科学に関する諸分野と日本語に対して強い学習意欲があり，将来は日本と母国の国際交流に貢献する意思のある学生を求める。
本要項は，北海道大学水産学部における「国際学術交流協定に基づく学生交流に関する覚書」に基づく特別聴講学生受入れに関する事項である。

Ⅰ．事前準備

1．提供資料

交流協定校には事前に以下の書類を配布する。
(1) 本要項

(2) 特別聴講学生入学願書（様式1-1）

(3) 特別聴講学生希望調書（様式2-1）：
 氏名，希望学科，希望受入教員名，学問に関するキーワード，日本語・英語習熟度等
（講義はすべて日本語で行われるため，相当な日本語能力が必要である。したがって，受入れには特別聴講学生希望調書（様式2-1）の「習熟度2．」以上の日本語能力を必要とする。）
(4) 聴講希望科目調書（様式3-1）：授業科目（単位数，時間数，授業担当教員名）

(5) 志望理由書（様式4-1）

(6) 推薦書（様式5-1）

(7) 時間割（平成31年度実績），聴講可能科目一覧（科目名，単位数，受講時期）
シラバスは北海道大学ホームページを参照のこと。

http://syllabus01.academic.hokudai.ac.jp/Syllabi/Public/Syllabus/SylSearch.aspx
(8) 受入れ照会先一覧
教員紹介は水産学部ホームページを参照のこと。

http://www2.fish.hokudai.ac.jp/faculty-member
(9) 日本国政府法務省　在留資格認定証明書交付申請書
2. 手続き日程（4月1日受入れの場合）
(1) 10月下旬：貴学（交流協定校）が特別聴講学生の希望者を定員以内に選考のうえ，学長名あるいは担当部局長名で北海道大学水産学部長あてに，Ⅲに示す1－13を提出すること。

(2) 12月上旬：本学部は特別聴講学生希望調書の希望学科，希望受入教員名，学問に関するキーワード，および研究指導を受ける場合は被推薦者が得た希望受入教員からの内諾により，受入教員を決定する。

(3) 12月下旬～翌年1月中旬：

北海道大学水産学部で最終受入れ審査を行い，翌年1月中旬までに入学許可証を発行し送付する。なお，最終受入れ審査において，受入れが認められない場合があるので注意すること。

　　 ※入学時期を4月以外に希望する場合は，調整が必要なので事前に問い合わせること。
Ⅱ．教務

1. 学年歴

第1学期（春・夏ターム）：4月1日－9月30日

第2学期（秋・冬ターム)：10月1日－翌年3月31日

成績確定時期：第1学期8月末，第2学期翌年2月末

※4年次学生は，学年歴第2学期の成績確定時期が翌年2月末であることに注意し，卒業時期
　との調整に留意すること。

2.  聴講科目

(1) 聴講科目は日本人学生を対象に開講されている授業科目であるため，特別聴講学生は聴講時に十分な日本語能力が要求される。

(2) 特別聴講学生が受講する授業は北海道大学水産学部３年次生向けに開講される授業である。そのため受入れは学部３年次生以上とする。
(3) 特別聴講学生は，「留学」という在留資格を得るために，１週間に10時間以上（１コマ90分の授業の場合には７コマ）の履修が必要である。

特別聴講学生は，聴講希望科目を第１学期と第２学期それぞれ７コマ以上を聴講希望科目調書により事前に申請すること（渡日後の変更は原則として不可）。
(4) 聴講可能な科目
1 「乗船科目」および「卒業研究」を除くすべての科目は基本的に聴講できる。

2 「実験科目」や「実習科目」については，受講可能人数等の関係から，聴講できない場合もあり得る。

3 「卒業研究」は履修できない。ただし，受入教員より研究指導を受けた場合，研究時間や研究成果などに応じて「特別実習I（１単位）」と「特別実習II（２単位）」の一方または両方として単位認定することができる。
　　（5）授業の到達目標に達しない場合は，不合格となって単位認定ができない。本学での単位を所属大学の卒業要件に組み込む場合は，不合格になる可能性も考慮して履修計画をたてること。
（6）聴講科目に対して所定の成績を収めた特別聴講学生には，該当科目の「成績証明書」を発行する。

Ⅲ．提出書類

1．特別聴講学生入学願書（様式1-1）　※写真を貼る　3ヶ月以内に撮影したもの　　
2．特別聴講学生希望調書（様式2-1）

3．聴講希望科目調書（様式3-1）
4．志望理由書（様式4-1）

5．日本語能力試験（JLPT）のスコアのコピー

　　※4月入学希望者は前年の7月に，10月入学希望者は前年の12月に実施される試験を

　　　受験すること。詳細はhttp://www.jlpt.jp/index.htmlを参照のこと。
6．TOEIC，TOEFLまたはIELTSのスコアのコピー
7．推薦書（様式5-1）
　　※留学希望者の学業，語学力，留学に対する熱意，人柄がよく分かる説明が必要。
8．パスポートのコピー

9．本国の戸籍謄本又は市民権等の証明書のコピー

10．写真(30mm x 40mm)，写真(25mm x 30mm)　各１枚　※3ヶ月以内に撮影したもの
11．在学証明書

12．成績証明書

13．日本国政府法務省　在留資格認定証明書交付申請書（申請人等作成用1,2,3）
※写真を貼る　3ヶ月以内に撮影したもの　
Ⅳ．手続きの具体的な流れ

【貴学】希望者の募集を行う。（～10月）

【貴学】貴学から本学へ被推薦者の書類を送付する（10月下旬）
本学の受領期限：10月末日　
【本学】書類を受領したことを連絡する（11月上旬まで）
【貴学】被推薦者が研究指導を希望する場合，本学が貴学からの提出書類を受領した旨の連絡後に,被推薦者本人または貴学担当者から希望受入教員へ連絡し，受入れと研究指導の内諾をとる。（本学から提出書類を受領した旨を連絡する前に本学教員に直接連絡を取らないこと）（11月末日まで）

【本学】水産学部国際交流委員会にて受入れについて審議する。（12月上旬）

【本学】水産学部教授会にて受入れについて最終審議する。（12月末～）
【本学】教授会で承認後，受入教員と来日までの研究以外の相談窓口を通知し，入学許可証を貴
　　　　学へ送付する。（1月～）

同時に，日本国政府法務省入国管理局に在留資格認定証明書交付申請書他を提出する。
（4月入学者の場合は1月，10月入学者の場合は7月）

また，入国管理局で承認がおり次第，在留資格認定証明書を送付する。（2月～）

【貴学】被推薦者は本学より送付された書類を元に査証申請を行う。
【貴学】被推薦者は来日し，本学での生活を開始する。
Ⅴ．その他

1．特別聴講学生受入れに関して問題が生じた場合は，両協定校が協議の上，その解決に当たる。

2．審査結果によっては入学できない被推薦者が生じる場合もある。

3．留学中のアルバイトは，経済事情などの考慮すべき事情がある場合に限り，相談の上で許可す
る。アルバイトの必要があるときは受入教員に相談すること。
